
　大学の４年間で学生たちがどのように変わるのか。今回の特集では、専修大学の特徴的
なプログラムを取り上げ、そこで学生がどう学び成長したのかを探ってみた。さらには、
普段の生活など、専大生のリアルなキャンパスライフも紹介する。

専大生の
成長物語

　キャリアデザインセンター開講の「専修
リーダーシップ開発プログラム－蒼翼の学
舎－」は、社会で必要とされるリーダーシ
ップの能力をおよそ８カ月の講座と実践活
動を通じて学ぶというもの。
　プログラムでは毎週木曜の５・６限に、リ
ーダーシップの理論の学習や活動の振り返
りを行う。プログラム参加者は４、５人のチ
ームで、外部の企業や自治体と折衝しなが
ら課題に取り組むことになるが、ここで重
要なのは、講座で学んだことを実践するこ
と。そして一人一人がチームの中で主体的
に行動すること。質量ともにハードなプログ
ラムだが、昨年度は28人の学生が修了した。

「蒼翼の学舎」で何を得たか

⬅ 12月７日、生田２号館B1F
「アクティブスタジオ」で最終
報告会を開催。企業や自治体の
方々を前にチームごとに成果を
発表

⬇報告会終了後には生田３号館
７F「蒼翼の間」で修了式が執
り行われた

⬆講義でのグループワーク ⬆学外で企業の方との打ち合わせ ⬆学外でイベントを実施
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